
一
、

鰯
山
の
美
術
館
莚
博
物
館

岡

山

県
に

は
、

広

く

知

ら

れ

た

大

原

美

術

館

を

は

じ
め
、

植
の

都

道

府

県

以
上

に

多

様
で
ユ
ニ
ー

ク

な

施

設

が

揃
っ
て
い

る
。

世
界
の
海
の
道
に
つ
な
が
っ
て
い
る
地
形
の

緒

果
、

農

業
・
漁

業
・
鉱

業
一
工

業
・
交

易

な

ど
の
各
分
野
で
活
躍
の
広
が
り
が
生
ま
れ

た
。
岡
山
独
自
の
文
化
財
や
批
界
中
の
文

物

を

集

め
る

収

集

家
が

育

ち
、

そ
の

収

集

晶
が
公
的
に
も
私
約
に
広
く
公
開
さ
れ

る

に

至
っ
て
い
る
。

ひ

と
つ
ひ

と

つ
の
施

設

を
、

時

間

を

か

け

て
じ
っ
く

り

見
て

ま

わ

る

の
も

楽
し
い
が
、

臼

分

な

り
の

テ

ー
マ
で

訪
ね

る
の

も

漸

向
い
。

間
山
県
陣
物
館
協
議
会
事
務
周
編
集

Ｊ
Ｒ

赤

穂

線

の

区

問

は
、

東

閥

山

か

ら

兵
庫
県
相
生
ま
で
距
離
５
τ

４
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
所
要
時
間
九
十
分
前
後
の
単
線
直
流

方
式
の
全
線
電
化
深
閲
で
あ
る
。
山
陽
新

幹

線
の

ほ
ぼ

一

駅

区

問

の

間

に
工
９

駅

が

設

置
さ

れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
赤
穂
線
は
岡
山
。
兵
庫
県
境

の
船
坂
峠
と
い
う
難
所
を
抱
え
た
｛
陽
本

線
の
代
替
線
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
昭

和
二
六
年
の
一
部
開
業
以
来
全
通
の
昭
和

、
二
七

年
ま

で

十

一

年

を

要

す

る

間
に
、

山

陽
本
線
の
輸
送
カ
増
強
が
完
了
、
結
果
と

し
て
地
域
の
た
め
の
ロ
ー
カ
ル
線
と
の
役
割

を
位

箪
つ
け
ら
れ
て
き
た
。
兵
庫
県
側
は

、
丁

業

地

帯

を

走
っ
て
い

る
が
、

岡

山

県

に

入

る

と
、

海

あ

り

山
あ

り

閉

鰯

あ

り
の

変

化

に

富
ん
だ

路
線

と

な
っ
て
い
る
。

現
在
の
列
車
運
行
影
態
は
、
線
区
に
こ

だ

わ

ら

な
い
も

の
と

な
っ
て
い
る
。

兵

庫

県

側
の
播
州
赤
穂
ま
で
は
、
東
海
道
線
の
新

快
速
列
車
が
毎
時
乗
り
入
れ
て
い
る
ぽ
か

姫
路
か
ら
の
直
通
列
車
も
多
い
。
本
数
は

限

ら

れ

て
い
る

が
、

京

阪

神

か

ら

の

便

は

格
段
に
よ
い
。
そ
れ
ら
に
播
州
赤
穂
駅
で

接

続
し

て
い
る

列

車

は
、

岡

山

経

｛

で

山

陽
本
線
一
三
原
）
白
値
備
線
（
新
見
）
方
面
に

直
通
運
転
さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
の
要
衝
の

地

の
片

鱗

を

感
じ

さ

せ
る
。

三
、

冒
生

諸
島

嗣

山

県

に

入
っ
て

二

番

周
の

駅

が
「
臼

生
」
だ
。

駅

前
か

ら

は
、

全

島
が

瀬

戸

内

海

国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
臼
生
諸
島

が

眼

前

に

広

が
っ
て
い
る
。

小

豆

島
へ
の
フ
ェ

リ

ー

の
桟

橘

も
、

国

道
を

渡
っ
て

す

ぐ

だ
。

幻
．
２

鑑
繁
藪
叢
畿
鰯
嚢
瀧
瀦
鯵
、
蟻
識
難
轟
霧

も

訪
れ
、

舟

遊
び

の
と

き
に

妻

恋

の

鹿

海

こ

ゆ

る

話

き

き

そ

れ

か

と

見

れ

ば

沖

の

つ

る

嶋

と
の

歌
を

残
し

て
い
る
。

こ

れ

は

明

治

二

年
に

な
っ
て

長

崎
か

ら

流
さ
れ
て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
流
刑
者
と

し
て
拷
問
等
で
苦
労
し
た
「
鶴
鳥
」（
現
在
は

無

人

島

と

な

り
、

殉

教

者

碑
と

臼
い
マ
リ

ア

像
が

残
っ
て
い
る
）
を

眺
め
て

歌
っ
た

も
の
。

与
謝
野
夫
妻
に
倣
っ
て
下
林
利
勝
氏
の

案
内
で
海
ト
タ
ク
シ
ー
で
島
巡
り
を
行
な

っ
た
。

一

番
庸

の
「
大

多

府
島
」
に

は
、

元

禄

胃
生

鹿
久

暦
鳥
と

牡
蠣
い
か
だ

幾
一
籍
憾
鰯
鱗
藩
嚢
灘
畷
綴
灘
爆
綴
鰯
鶴

津
閏
永
忠
（
閑
谷
学
校
の
建
設
に
も
あ
危
つ

た
）
に

命
じ
て

築

港

し
た
。

現

在
で
も

当

時

作
ら
れ
た
石
積
み
の
防
波
堤
が
国
指
定
の

文
化
財
と
し
て
残
っ
て
現
役
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
低

当

地
に

寄

航
し
た

多

人
数

の
た
め
に
飲
み
水
を
供
給
し
た
井
戸
な
ど

多
数
の
遺
跡
が
残
っ
て
お
り
、
島
内
歴
史
散

策

も

可
能

だ
。
こ
の

島
は
、

一

時

期

関

西
の

海

水

浴

場
と

し
て

賑
わ
っ
た

が
、

冒

本

海

側

の

海
に

取
ら

れ
て
し

ま
っ
た
。

現

在
は

同
本

第
一．一
の
産

地
と

な
っ
た

牡

蠣

の
養

殖
が

主

た

る
産

業
に

な
つ
て
い
る
。

臼

生

諾
島

は
、

全

島
で

土
一
一
島

あ

る
が
、

そ
の
中
で
五
島
に
船
で

与
激

暫

竿
の
歌
稗

渡

る
こ

と

が

で

き

る
。

諸
島
の
中
心
部
に
所
在

す
る
人
凹
が
最
も
多
い

「
頭
島
」
と
県
下
最
大
の

島
≡

鹿
久

屠

昼

闇
ぱ
。
頭

島
大

橘
で
繋

が
っ
て
い
る
。

加

え

て
、

本

土

の

臼

生

か
ら
面
稽
最
大
の
「
鹿
久

居
鳥
」
ま
で
の
橘
の
五
事

が

始
ま
っ
淀

淋
、
出
藤
脳
裳

で
は
米
焦
遼
薫
秘
秘
濤

毒

欄
麓
擦
綴
鶴
脳
鱈
鱗
竪
籏
戴
憐
懸
・
蘭
康

武
住
居
に
泊
っ
て
古
代
人
の
生
活
を
体
験

で
き
る
、
備
前
市
の
施
設
で
あ
る
占
代
体

験
の

郷
「
豪
ほ

ろ

ば
」
が

あ

る
。

体

験

型

学

習
と

し
て

人

気
が

あ

り
、

海

洋

型

縄

文

文

化
体
験
は
、
家
事
に
縁
の
無
い
最
近
の
若

者
に

と
っ
て

は

得
が

た
い

も
の

だ
。

火

お
こ

し

体

験
。
カ

ヌ

ー

体

験
・
土

器

作

り
。
員

殻

綱
工
な
ど
古
代
人
の
貫
頭
衣
を
着
て
の
活

動

は

得

が

た

い
経

験
に

な

る
。

受

け

入

れ

側
に
準
備
が
必
要
な
の
で
、
事
前
の
予
約

が
必
要
。
食
事
も
占
代
の
材
料
を
徒
っ
て

自

炊

で

古
代

食
を

作
る
こ

と
に

な

る
。

展

望

の
よ
い
「
鴻

島
」
か

ら

は
、

牛

窓

方

面
の

景

色

が

抜

群
。

多

数
の

別

荘

で

賑

う
。

冒
生
諾
鳥
は
ど
こ
か
ら
眺
め
て
も
絵
に
な

る
が
、
「
港
の
見

え

る

丘

公

爾
」
ま

た

は
「
夕

立
受
山
」
か
ら
の
瀬
戸
内
海
の
景
色
が
特

に

素
晴

ら

し
い
。

門
蟹

夏

星

慶

Ｎ

申

爾

栄
払
秦
術
一
館
〕

日
生
駅
か
ら
徒
歩
七
分
。
偵
本
唯
一

の
古
代
申
南
米
専
門
美
術
館
。
収
蔵
品
の

串
心
は
吉
代
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
紀
元
前
十

数
世
紀
以
降
逓
挫
に
至
る
ま
で
各
時
代
各

地

方

で

作

ら

れ

た

土

器
・
土

偶
・
石

彫
由
織

物

等

で

千

六

釘

点

に

及

ぶ
。

そ

の

申

か

ら
、

Ｈ３



常

設

品
に

企

画
に

あ

わ
せ

選
ば

れ

た
、

白
数

十

点
の
美

術

晶

が

展

示

さ

れ

て
い
る
。

讐
生

で

魚

網
の

製

造
。
販

売

を

鴬
み
、
ペ

ル
ー
を
始
め
と
す
る
や
南
米
に
も
営
業
を

巌

開

し

て
い

た
、

故

森

下

精

一

氏

が

商

用

の

旅

の

都

度

集
め

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

寄

贈

を

受

け
、

昭

和

五

十

停
、
二
月

に

開

館

し

た

も
の
。

平

成

十

ヒ

年
に

は

開

箪
、

干

年

を

槻
っ
て
、

多

彩
な

企

画
が

行

な
わ

れ
た
。

こ

の
よ
う
な
特
色
あ
る
美
術
館
が
、
地
方
で

活
耀
で
き
る
の
も
、
優
秀
な
『
生
の
魚
網

が
世
界
に
広
が
っ
た
活
躍
の
場
と
、
備
前

焼
の
コ
レ
ク

タ

ー

と
し

て
の

確
た

る

冒
で

集

め

た

収

集

晶
の
存

在
が

大

き
い
。

更
に
、

本

年
米
魑
生
ま
れ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ

Ｚ１三Ｎ［卿肯米 葵納奮一１
」
河つ於 雛 は王フ〕

’
６ 仔枚０）

Ｉ葦耐繕繍 恢一ｃ亭蓬量
、〕
オＬて いる

．

イ
ッ
ク
誌
に
掲
載
さ
れ
る
程
の
調
査
沃
動

の

活

発

さ

に
よ

る
と
二

ろ

も

大

き
い
。

美
術
館
の
建
物
は
、
備
前
焼
陶
板
約
一

万
六
千
枚
で
覆
わ
れ
た
外
壁
で
も
有
名
だ
。

こ
の
陶
板
は
、
地
元
備
飾
焼
作
家
故
藤
原

建

氏
の

製

作
し

た

も
の

で
あ

り
、

そ

れ

だ

け
で
も
賛
沢
だ
。
備
飾
独
特
の
自
然
な
風

含

い
が
、

玄

関

の

石

彫
レ
プ

リ
カ

や

松

と

棚
ま
っ
て
ひ
と
つ
の
美
術
品
と
し
て
存
在

感
を

示
し
て
い
る
。

展

示

品

の

申
で

苫

い
も

の
は
、

日

本
の

縄

文

跨

代

に

梱

幾

す

る
。

縄

文

土

器

と

は

土
器
と
し
て
の
形
の
類
似
性
も
認
め
ら
れ

る

が
、

独

官
の

文
化
ル

ー
ツ
を

認
め

ざ

る
を

得

な
い
。

特
に
コ
ス
タ

リ

カ
の

怪

獣

装

飾

付

香
炉
を
は
じ
め
と
す
る
想
像
上
の
獣
や
、

楽
し
い
顔
を
か
た
ど
っ
た
ド
ミ
ニ
カ
の
土
蒜

が

気
に

入
つ
た
。

出

土

時

代
・
場

所
の
多

様

さ

か
ら
、
ど
二

か
に

歳

分
の

好
み

の
晶
を

兇

つ
け

る
こ

と
が

可

能
だ
。

展

示

内

容
。
解

説

は

的

確
で
、
つ
い
時

間
を

忘

れ
て
し
ま

う
。

ミ
ユ
ー

ジ

ア
ム
シ
ョ
ッ
ブ

に

は
、

ド
ミ
ニ
カ

の
タ

イ

ノ
十

指
の
レ
プ

リ
カ

ポ
ッ
ト

を

は
じ

め
、

牢

や

ア
ル
パ
カ
の
天

然

繊

維
で

織

り

上

げ

た
ペ
ル
ー

産

テ
キ
ス
タ

イ
ル
、

を

は
じ

め
、

お
土
康
に
好
適
な
小
物
類
毛
豊
富
で
買
い

物

も

楽
し

め

る
。

ま

た
、

メ
キ
シ
コ
の

竜

舌

蘭

で

作
つ
た
マ
ゲ

イ
ン
シ
ロ
ッ
プ

は
、

健

康

食

品

と

し
て

も

好

評
だ
。

，

硅

門
揃
等
蒲
麗
史
衷
化
館
Ｍ

肖

生

駅

か

ら

徒

歩

二
Ｌ
－
分
、

朝

市
で

有

名
な
「
新
五
味
の
市
」
前
の
高
台
に
平
成
九

年
に
錘
て
ら
れ
た
層
生
の
歴
史
を
知
る
二

と
が
で
き
る
施
設
だ
。
兵
庫
県
の
室
津
港

の
本
陣
宅
吉
田
家
の
建
物
を
移
築
し
た
資

料
館
と
、
日
生
ゆ
か
り
の
文
学
者
や
著
名

人
の

紹

介
し
て
い
る

文
十、瓜
館
の
二
つ
の
建

物

で

構

成

さ

れ

て
い
る
。

資

料
館
の
方

で
は
、

新
、

弔
携

時

代
か

ら

製

塩
や
漁
業
で
栄
え
天
平
年
間
は
海
の
遣
と

し
て

特

に

明

治

期

以

降

に

口

生

の

漁

沃
が

卓
越
し
た
ア
イ
デ
ア
で
独
白
の
漁
を
編
み

出
し
、
広
く
阪
神
方
面
へ
魚
を
供
帆
丁

て
き

１μ

嚢は縛空を組えて

滋
嬢

鰯

纏
縫
簿
難
購
鱗
灘
鰯
繋
灘
灘
縫

れ
た
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ぞ
の
後
だ
び

た

び
の

逆
境

に

も
、

朝

鮮

半

島
か

ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
ま
で
焦
を
求
め
て
進
出
（
窺
地
に
拠

点

を

設
け

る
）
し

た

り
、

内

航

海

運

業

タ
ン

カ

ー
一
へ
進

出

し
た

り
、

養

猫

漁

業

牲

蠣
な

ど
一
か
ら
栽
培
漁
業
ま
で
進
出
し
て
き
た
艇

史
が

艇

示

さ

れ

て

お

り
、

鳥

生

漁

決

の
バ

イ

タ
リ

テ
ィ
に

脱
帽

す

る
。

文

芸

館
の
方

で
は
、
、
正

宗

自

鳥

を
は

じ
め

と

す

る

地

元

出

身

文

学

者
。
音

楽

家
、

口

生
を
訪
れ
た
有
名
人
の
紹
介
。
資
料
も
免

応

え

が

あ

る
。

ま

た

建

物

は

当

地

独

特
の

一
灘

籍

灘

麟

鱗

灘

灘

灘

灘

灘

襲
燃
瀦

灘

－

臓

ン
は
、

整

備

さ

楓

彪

庭

当

あ

わ

ぜ

で

ゆ
棚

ど

悠

芯

乎

成

ポ

逓

傑

腿

復

溝

じ

で
い
る
。

く

り

拝

見
し

た
い
。

鉄

遺

の

設

備

も

多

数

残

さ

れ
て
い
る

と

の

こ

と
で
、

ゆ
っ
く

り

走

破
し

て
み

た
い
。

廼
、

片

上

現
在
周
辺
は
多
数
の
耐
火
煉
瓦
工
場

門
藤
原
啓
一記
念
館
蜴

が

海

沿
い
に

立

地
し
て
い
る
。

ま

た

岡

山
産

片

上
・
伊

部

駅
か

ら

車
で

十

分
の

片

上

業
の
原
点
と
し
て
、
最
近
ま
で
硫
化
鉄
鉱

湾
を

望
む
高
台
の
藤
原
啓
最
後
の
窯
場

石

の

積

み

出

し

基

地
で

あ

つ
た

片

ヒ

は
、

一
現
。
在

孫

の
藤

原

和

の
窯
一
に

錐
て

ら

れ

て

旧

片

上

鉄

道
の

始

発

駅
で

あ

り
、

現
在

は

い
る
。

松

と

芝

生

の

前

庭

か

ら

の

瀬

戸

内

埠

頭

に
Ｏ
メ

ー

ト
ル

標

識

と

遺

構
が

わ

ず

海
の

景

色
は

見
て
い
て

飽

き

な
い
。

正

宗
、
臼

か
に
残
っ
て
い
る
の
み
だ
。
平
成
六
年
に
廃

鳥
の
生
家
の
あ
る
伊
里
（
毎
週
囚
曜
目
に

線
と
な
っ
た
が
、
現
在
「
片
鉄
ロ
マ
ン
街
遺
」

開
か
れ
る
漁
港
の
町

塾
ゆ
の
真
魚
桁
）
ま

で

歩
い
て

も

す

ぐ

だ
。

犠

緯
記
念
館

備
前
焼
の
五
人
の
人
間
国
宝
征
家

の
一
人
で
あ
る
藤
原
啓
の
備
前
焼
や

書
の

作

最

と
、

古

備

前

を

は

じ

め

と

す
る
多
様
な
収
集
銘
が
展
示
さ
れ
て

鍵

い
る
。
も
と
も
と
作
家
志
望
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
私
立
閑
谷
中
学
申
退
後

巌

地
元
で
代
獺
教
驚
を
勤
め
た
の
ち
出

奔
Ｌ
、
衷
泉
の
博
文
館
の
編
集
部
で
働

き
文
学
者
を
し
て
の
活
動
を
開
始
し

彪
。病

気
療
養
弼
花
め
郷
里
に
引
き
上

、
蟻
一
雫

施
歳
か
ら
備
前
焼
に
手
を

染

め

花
。

初
墾

様

昭

穐

ト

幽

年
、

洲

至蝸



十

歳
で
の

デ

ヴ
ユ
ー

は
遅

映

き

だ
。

昭

和

脳

五

年

に
は

人

問

国

宝

に

指

定

さ

れ
、

昭

和

五
八
年
に
亡
く
な
る
ま
で
国
内
の
陶
芸
家

を
始
め
と
し
た
多
方
面
の
芸
術
家
た
ち
と

の

交

友
だ

け
で

な

く
、

世

界

を

股

に

か

け

た

活

躍

を

し
て
い
る
。

作

風
は

て
ら
い
が

無

く
極
め
て
臼
然
風
の
安
ら
か
な
作
品
だ
。

酒

を

愛
し
、

友

と
の

語
ら
い
を

楽
し
ん
だ

人
生
を
、
残
さ
れ
た
作
晶
を
介
し
て
共
有

で
き
る
場
と
し
て
は
好
適
な
記
念
館
だ
。
展

示
し

て
あ

る

作

品

は
、

氏

の
残
し

た

作

品
の

一

部
に

し
か

過

ざ

な
い
が
、

心

に

染
み

入
る

展
示

と

な
っ
て
い
る
。

記
念

館
の

近

辺
に
は
、

気

心
の
合
っ
た

収

集

家
が

多
い
そ

う

だ
。

そ

れ
ぞ
れ
の
方
々
の
氏
の
作
晶
を
楽
し
む
様

子
を
蘭
い

浮
か
べ
る
二
と

が
で
き

る
。

門
岡
山
県
備
前
陶
芸
美
術
館
）

伊
郡
駅
前
の
備
前
焼
陶
友
会
を
中
心
に

作
っ
た
、

憧

酬
焼
の

普

及
と

振

興

を

図
り
、

地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
冒
的
の
美

術
館
。
占
備
前
か
ら
現
代
に
至
る
作
晶
及

び

憧

馳
焼
に

関

す

る

餐

料

を

一

堂

に

集
め
、

展

示
・
公

開
・
癖

説

し
て
い
る
。

焼

物
の

美

術

館

と
し

て
は
、

珍
し

く

民

閤
の

作
つ
た

も

の
で
、

周

辺
の

収

集

家

の

も

の
も

展

示

す

る
な

ど
、

意

欲

的

な

運

営

を

し
て
い
る
。

一
階
の
備
前
焼
入
門
展
を
見
れ
ば
、
古

填
時

代

か

ら
の

歴

史
一
窯

の

移

転
の

経

過
申

製
作
工
程
日
多
彩
な
窯
変
技
法
な
ど
が
よ

く

分

か
る
よ

う

に
な
っ
て
い
る
。

二
階
の
古
備
前
名
紬
展
に
は
、
感
激
す

る
ほ
ど
多
数
の
古
来
の
名
品
が
置
か
れ
て

い
る
。
地
域
の
収
集
家
の
懐
の
深
さ
に
今

更
な

が

ら

驚

か

さ

れ

る
。

三
階
の
人
問
園
宝
代
表
作
品
展
で
は
、

五

人
の

人

間

困

宝
一
金

重

陶

陽
、

藤

原

啓
、

山

本

陶

秀
、

藤

原

雄
、

伊

勢

崎
淳
）
の

作

舶

が

展

示

さ

れ

て
い

る
。
二

れ

だ

け
の

ま

と

ま
っ
た

展

示
が
で

き

る
の

も
、

陶

友

会
の
協

力

の

結

果

と

い
え

よ

う
。

待

作

家
の

特

徴

を

閉

確
に

知

る
こ

と

が

可

能
だ
。

コ．蝸

を

味

わ
え

る
。

ち

ょ
っ
と

頑

張

れ

ば
、

好

き

な

作

家

を

選

ぶ
こ

と

も
で

き

る
。

興

峡

が

あ

れ

ば
、

陶

友

会

の
ホ

ー

ム
ペ
ー

ジ

を

な

が

め

る
こ

と

を

お

奨

め

す

る
。

伊

部

駅

舎

の
三
階
備
前
焼
伝
統
藤
業
会
館
で
は
展
不

し
て
あ
る
作
晶
を
購
入
す
る
二
と
が
可
能

だ
。

毎

年

ト

月
に

開

催

さ

れ

る

陶

器

市

で

掘

出
し

物

を

探
し

出
す

の
も

楽
し
い
。

陶
友
会
の
広
報
部
長
で
も
あ
る
、

備
削

桁
閑
谷
に
窯
を
持
つ
作
家
の
吉
本
正
さ
ん

は
、

備

的

焼
の

霜
、
要

喚

起
の

た

め

全

国

を

行

脚
し

て
い
る
。

か
つ
て
の
先

輩

方
の

活

動

で

恩
忠

を

被
っ
た

恩

返
し

を

し
て
い
る

と

の

こ

と
。
い
い

作

晶

は
、

窯

出
し

に

参

加

し
て

手
に

入
れ

る
方

法

も

あ

る
。

日

程

は

陶

友

会
の
ホ

ー

ム
ペ
ー

ジ
で

確

認
で

き

る
。

」
寝 は１ｌ、宇劣を 趨 えて

陶芸作ミ家 モ躰 正、

穴
、

長
船

長
船
は
、
古

備
馴
の
窯
の
あ
っ
た
土
地
で

も

あ

る
。

砂

鉄
の

産

地

で

あ

る

申

国

山

地

か
ら
吉
井
川
の
水
運
に
よ
り
原
料
が
持
ち

込
ま
れ
た
長
船
に
は
多
く
の
刀
鍛
冶
が
居

住

し

た
。

平
安
時
代
末
期
に
「
古
備
前
」
と
陣
ば
れ
た

刀
鍛
冶
が
備
酬
刀
の
基
礎
を

確
１
、
高
い
技

術
水
準

を

誇
る

刀
剣
王

国
を

築
き

あ
げ

た
。

福
岡
一
文
字
派
工
測
岡
一
文
字
派
な
ど

が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
長
船
派
の
技
術
が

残

さ

れ
て
い
る
。

門
備
葡
援
船
刀
剣
樽
物
館
蜴

褒
船
か
ら
車
で
七
分
の
遺
路
沿
い
に
閏

本
伝
統
美
術
五
芸
の
粋
を
極
め
淀
湧
本
刃

の
博
物
館
は
あ
る
。
刀
鍛
治
瀦
行
漆
う
鍛

與
鍛
塗
怒
け
で
な
く
研
磨
蜘
玉
、
鞘
製
僚

（
木
丁

漆
工
芸
、
刀
身
彫
妙
（
金
属
加
工
）、

な
い
も
の
の
賢
重
な
も
の
が
出
展
さ
れ
る
と

評
判
で
あ
る
。
製
作
↑
イ
ド
の
専
門
家
の
選

ん
だ

刀

剣
ほ
、

ま

さ

に

兇
ご

た
え

が

あ

る
。

隣
接
す

る
「
備
酌
お
さ
ふ
ね

刀
剣
の

皇
」
で
は
、

そ

れ

ぞ

れ

の

職

人
が

作

業
を

し

て
い

る

工

房

を

見

る
こ

と

が

で

き

る
よ

う

に

な
っ
て
い
る
。

刀

匠
の

作

業
は
、

寒

い
冬

に

限

ら

れ

て

お

り
、

事

前

に

確

認

を

取
っ

て

お

く
こ

と

が

必

要
だ
。

冒

本

刀
の

購

入

は
、

一

定

の

手

続

き

を

行

な

え

る

人
な

ら

ぱ

誰
に

で
も

可
能

だ
。

こ
れ
で
紀
禿
前
十
数
世
紀
か
ら
現
代
ま

恋
、

地

球

の

裏

側

か

ら

冒

本

ま

で
、

怪

獣
。

か
ら
人
閥
凄
で
、
多
様
な
樽
物
館
の
旅
は

こ

れ

に
て
一

休
み
。

且〃


